
 

 

 

 

 

 

第 3４回 

○場 所：ふれあいサロン 

○時 期：平成3１年３月１８日 19：00～21：00 

○参加者：委員６名 一般参加４名 行政２名  

 

第 1 雑談ワークショップ「私の近況報告」 

   ※「私の近況報告」は毎回行っています。 

１ 居石さん 

  ・雑誌「うかたま」に手づくりピザ窯の記事を見た。 

・住居探ししたい。 

・「森のようちえんリレー」に参加して、多様性の尊重の重要性を感じた。  

２ 中野さん 

  ・木工のおもちゃ工房を営んでいます。 

・木工のバイトやっています。 

  ・村の資源である「木」を教育に活かしたい。 

   例）中学校の技術授業で下級生の為に木の机を制作する。 

  ・村の資源である「山道」を活かしたい。（白川町佐見が実践） 

   例）歩くツアー、山道マップ制作   

 ３ 渡辺さん 

  ・白川町黒川で行われた講演会に参加しました。そこで、山の機能の重要性 

と、そのような持続可能な仕組みに補助金がもっと投入されるべきだと

知りました。   

４ 渡辺香代さん 

  ・槌鋸バザールに出店しました。みんな楽しそうでとても良かったです。 

東白川村 
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  ・米作り準備作業しています。   

５ 長谷川さん 

  ・イベント準備でギックリ腰に。 

  ・３月１０日に「槌鋸バザール」を開催！イベントを開催して可能 

性を示すことができた。 

 ６ 永井さん 

  ・自身の紹介・仕事の紹介を数種類の冊子に掲載されました。 

  ・名古屋のイベントに出店しました。 

  ・化学物質過敏症についての番組が放送されました。 

   番組では、過敏症の方の生活の様子が紹介されていて、そういった 

方をサポートする「ヘルプセンター」の存在もありました。 

東白川村も科学物質過敏症の方が安心して暮らせる、また「ヘルプセンタ

ー」のようなサポート体制がある地域となって欲しい。 

 ７ 吉田さん 

  ・ギックリ腰でした。 

  ・お茶のお手伝いに数人の方がみえています。そういった方に、映画会もセ

ットで農業お手伝いの募集をしていけたらと思いました。 

 ８ 笹俣さん 

・昔は、梅の花が咲いたら、蜂がいっぱいいた。（今はいない） 

  ・大きな猪の被害にあっている。 

  ・放射能について、被爆患者の治療を行った病院に日本の伝統的な保存食が

あり、放射性物質から身体を守る効果があるのでは？との情報を知り、さ

らに調べていきたい。 

 ９ 房国さん 

  ・初めてメルカリに出品し、すぐに売れた。 

  ・豊田視察から、SDGｓに強い関心がある。いずれは、会社や商工会青年部

で活用したい。 

  ・結婚相談員活動をしています。独身女性の情報求む！ 



  ・「岐阜県森のようちえんリレー（東白川村）」に参加して、村の独自性を活

かす取組みが必要だと感じた。また、「森の恵みのふれあい館」がまもな

く完成する。これは県の木育センターで、森のようちえんや木育の活動が

さらに活性化できればと思っています。 

 10 村雲さん 

  ・「岐阜県森のようちえんリレー（東白川村）」で、講演者の小西さんが、「東

白川村のお散歩会フィールドはとてもいい！」と仰ってました。また、ゾ

ーニングとして「パーマカチャー的な活動も欲しいですね。」と仰ってま

した。 

  ・白川町黒川で行われた講演会に参加し、もっと「自然」に補助金を投入し

てほしいと感じ、また、田舎の機能を都市部の人に伝えたいと思いました。 

 

第２ 分科会近況報告 

   現在、委員会活動は分科会方式を採用しています。 

   分科会の活動は、自由に楽しく！輪を広げる！ことを大切に活動してい

ます。4つの分科会は以下の４つです。 

   ・・「上校舎」「関係人口」「上映会」「手づくりイベント」・・ 

１ 「上映会」つちのこシネマ隊 

・映画「みつばちと地球とわたし」上映会を開催します。（１００分） 

   ・開催日：４月１４日（日） ①13：30～ ②19：00～ 

・場 所：ふれあいサロン（使用料 無料） 

   ・東白川村後援を依頼します。 

   ・スタッフは永井祐子さん 

         吉田和江さん 

   ・チラシ 1000枚を手配りのみから、新聞折込み追加することにします。 

   ・村の後援がとれれば、有線放送も可能です。 

・房国さんが、チラシ発注のサポートに入ることに。 

   ◆スタッフが２人なので、２回上映の設定でしたが、話し合いの中で、３



回の上映を目指すこととなりました。そのため、さらにスタッフと経費

を募集することになりました。 

    

２ 関係人口 

（１）「キックオフミーティング」実施の報告 

ア キックオフミーティングでの意見紹介 

   ・具体的に動いていこう 

   ・東白川村国際ボランティアと民泊等で連携は？ 

    →実施計画が早い段階で決定されているので、来年度は不可 

   ・名古屋大学の学生とのワークショップ 

   ・郷土料理ワークショップ 

   ・レンタルキッチン（味彩のパン工房） 

   ・4/12（金）「スナックゆうこ」（仮名）を開催 

    →場所：つちのこ館 コダマベース設置 

    →お酒を交わしての交流   

３ 上校舎 

（１）リーダー 田口房国さんの報告 

 ・役場の荷物整理待ちの状態です。 

  →１階について、来年度中は資材置き場として役場が利用 

 ４ 手づくりイベント 

  （１）リーダー 長谷川さんの報告 

    ・３月１０日（日）に「槌鋸バザール」を開催しました。 

    ・来場者１００人以上！ 

・自宅で開催  

・収支は±０ 

    ・多様性が大切 

     →「違いを認める」「違いを尊重する」「他人を尊重する」 

    ・多様性を尊重したイベントは地域との関係を尊重し、個人を尊重する

ことで、「豊かな場」となった。そして「友達づくり」になる。 

    ・次回はいつするの？（田口房国さん） 

     →決めないことにしています。 



そういう雰囲気を感じたら考えます。（長谷川さん） 

 

第３ 次回について 

 １ 委員会 ４月１８日（木）１９時～ 

  （会場）ふれあいサロン 

  （内容）私の近況報告、分科会報告、集落あるもの探し 

 

以上 

 

 

 

 

 



 


